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【附属機関名称】会議概要 

会議名 令和元年度 第２回介護予防・日常生活支援総合事業推進部会 

事務局 福祉部地域包括ケア推進課 

開催年月日 令和２年１月３０日（木） 

開 催 時 間 午後２時３０分 ～ 午後４時３０分 

開 催 場 所 足立区役所 ギャラクシティ 

出 席 者 

諏訪 徹 委員 太田 重久 委員 倉澤 知子 委員 

中島 毅 委員 中村 輝夫 委員 結城 宣博 委員 

大竹 吉男 委員   

   

   

   

   

   

   

   

   

欠 席 者    

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 

 

・【資料１】前回（第１回）の振り返り 

・【資料２】令和二年度一般介護予防教室事業プロポーザル選定委員会

結果報告 

・【資料３】総合事業の変遷と今後の展望 

 



2 

 

○事務局 予定時刻より早いのですが、皆様、

お集まりになられましたので、ただいまから

令和元年度第２回足立区地域包括ケアシス

テム推進会議介護予防・日常生活支援総合事

業推進部会を開催させていただきます。 

 本日は、お忙しい中、ご出席いただきまし

て誠にありがとうございます。 

 本日の司会は、地域包括ケア推進課の伝野

が担当させていただきます。よろしくお願い

いたします。 

 初めに傍聴者の皆様にお願いがございま

す。会場内でのビデオカメラ、カメラ、携帯

電話等のご使用はお控えください。また、会

議終了後は名札を事務局にご返却いただい

てからお帰りください。ご理解とご協力をお

願いいたします。 

 議事に入ります前に、地域包括ケア推進課

長の千ヶ崎よりご挨拶いたします。 

○千ヶ崎課長 改めまして、皆様、こんにち

は。本日はお忙しい中お集まりいただきまし

て、誠にありがとうございます。 

 今年度第２回目のこの部会でございます。

前回の振り返りも含めまして、ちょっと私か

らお話しさせていただきたいと思いますが、

この部会については、実は、昨年度１年間は

足立区のケアシステムのビジョンをつくる

ということを主眼に置いていたため、開催さ

れておりませんでした。今年度からまたこの

部会が始まりましたというところで、この年、

今回でその２回目となります。 

 この会議は介護予防・日常生活支援総合事

業推進部会となっておりますが、これが果た

して何のための会議なのだろうかというの

が、分かりづらいところではあります。端的

に言いますと、やはり元気なうちから、高齢

者の方は今本当に元気な方が多いので、そう

いった方たちにどのように活躍していただ

く場を設けていくのか、ということを今役所

の中で考えております。例えば働きたい方は

就労につなげる道筋だとか、ボランティアを

したい方はボランティアにつなげるだとか。

または、自分の地域で集まって自分たちで何

かサークル活動をやりたいだとか、様々なニ

ーズがあると思います。そういった高齢者の

ニーズをどのように役所として形につくっ

ていくのかということを考えていく部会で

ございます。その中で、前回の部会で皆様か

ら、通いの場について主に議論いただき、た

くさんのご意見をいただきました。ありがと

うございました。実は令和２年度から、この

後報告等もございますけれども、そういった

通いの場に、自分たちで自主的に介護予防と

いうか、いつまでも元気な暮らしを続けられ

るための取り組みというのをやっていただ

きましょう、という投げかけを、今まで以上

にさせていただきたいと考えております。 

 そういったことでは、その中での様々なニ

ーズを、また現場をよく知る皆様方からご意

見を頂戴して、そういったニーズをどうやっ

て我々としては形や方向性を作っていくの

かということを考えたいと思いますので、本

日も忌憚のないご意見をいただければと思

います。推進会議の本体ですと、人数が多く

てなかなかいろいろな意見が出てこない、発

言しにくい雰囲気もあるかと思います。ぜひ、

この部会では、本当に率直なご意見を、活発

にご議論いただきたいと思いますので、本日

はどうぞよろしくお願いいたします。 

 実はこの部会の副部会長でございました

太田貞司委員が、ご都合により今回退任する

ことになりました。学校の方でもお忙しいと

いうお話も私もちょっと一度お会いしてを

聞いたのですけれども、皆様方によろしくお

伝えくださいということで承りましたので、

このことをご報告したいと思います。 

 また、前回に引き続きまして、本日は、大
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竹委員にご参加いただいております。大竹委

員は、住まい部会の委員として入っていただ

いてもらっていました。ところが、住まい部

会でメンバーチェンジがございまして、大竹

委員には、やはりボランティアのノウハウを

よく知る方として、こちらの部会の方がふさ

わしいのではないかということで、お願いし

て移っていただきました。本当でしたら、も

う正式な部会委員としてさせていただきた

いところなのですが、手続上、次回２月７日

に行われる推進会議の中で正式に承認され

ることになりますので、本日はご参加いただ

いて、推進会議で正式なメンバーとしてご承

認いただくということでお願いしたいと思

います。 

 それでは、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○事務局 次に本日の資料を確認させてい

ただきます。まず次第、名簿。資料１、上の

右側に書いてありますが、前回の振り返り。

資料２、一般介護予防教室事業プロポーザル

選定委員会結果報告。資料３が総合事業の変

遷と今後の展望。あと２枚追加で、家事を仕

事にということで、生活支援サポーター養成

研修、緑のものとピンクのもの１枚ずつ。以

上です。不足等ございませんでしょうか。あ

りがとうございます。 

 この会議は足立区地域包括ケアシステム

推進会議介護予防・日常生活支援総合事業推

進部会設置要綱第６条により、委員の過半数

の出席により成立いたします。現在、過半数

に達しており、この会議が成立しますことを

ご報告いたします。皆様からのご活発なご意

見、ご質問をいただくため、スムーズな会議

進行にご協力いただきますようよろしくお

願いいたします。 

 なお、この会議の会議録は公開することと

なっております。記録の関係上、ご発言の前

にはお名前をお願いいたします。 

 それでは、諏訪会長、開会のご挨拶をお願

いいたします。 

○諏訪部会長 早速議論に入っていければ

と思います。昨日もこの関係で呼ばれまして

新潟に出張に行ってきました。長岡市なので

すけれども、そこは町村が合併して非常に広

域なところでやっていて、包括の数も１１個

ということだったのですけれども、地域によ

ってやり方が全然違うので、足立は足立のや

り方を見出していかなければならないとい

うことで、あまり答えがなくて手探りな感じ

でどこもやっている状態なのですけれども、

上手に手探りしながら前にお進めいただく。

では、よろしくお願いします。 

 では、早速議事のほうをお願いします。 

 まずは、前回の振り返りからお願いします。 

○事務局 はい。事務局から説明をさせてい

ただきます。 

 まず、資料１をご覧ください。前回は令和

元年９月２０日に実施いたしました。傍聴者

はいませんでした。 

 前回の部会では情報提供を３つ行いまし

た。１つ目は国の動きです。「全世代が安心

できる社会保障制度の構築に向けて」では、

健康で長生き、高齢者も長く就労することの

必要性についてお話ししました。「高齢者の

保健事業と介護予防の一体的な実施」では、

日本の医療保険制度は７５歳に到達し後期

高齢者になると、国民健康保険制度から後期

高齢者医療制度の被保険者に移動し、保険事

業の実施主体が移り、支援が切れてしまうと

いうこと。また、介護保険による介護予防の

取り組みがつながっていないことから、それ

ぞれの事業がばらばらになっていて、国が音

頭をとって、保健事業と介護予防を一体的に

実施しようという制度が始まろうとしてい

ることをお話ししました。 
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 情報の２つ目に、「足立区がすすめていく

介護予防事業と生活支援体制整備事業」につ

いて、お話ししました。区内２５カ所ある地

域包括支援センターの業務内容を見直し、令

和２年度から介護予防教室の外部化を行い、

あわせて各地域包括支援センター圏域に、生

活支援コーディネーター機能を配置するこ

とをお伝えしました。外部化では、フレイル

予防の要素である運動、口腔、栄養、社会参

加の定着化、自身の身体状態の把握、介護予

防の自主活動化への誘導を行うものです。 

 ３つ目は、基幹地域包括支援センターの結

城委員から、生活支援体制整備事業第一層、

第二層生活支援コーディネーターについて

お話をいただきました。 

 生活支援体制整備事業の目的は、多様な日

常生活上の支援体制の充実強化と、高齢者の

社会参加を推進することです。生活支援体制

整備事業は大きく２つあり、生活支援コーデ

ィネーター機能の配置と協議体の設置が挙

げられました。第一層生活支援コーディネー

ターは既に基幹地域包括支援センターに５

名が配置されておりますが、令和２年度から

は、さらに全２５の地域包括支援センター圏

域に第二層生活支援コーディネーター機能

を配置することになったとお伝えしました。

このとき、部会員の皆様からいただいたご意

見を、第二層生活支援コーディネーターの業

務ごとに確認していきます。 

 資料１の３、生活支援コーディネーター業

務のところになります。 

（１）地域の支援ニーズと地域資源のマッチ

ングでは、参加しない人や無関心層、これま

で地域に関わりのなかった人をどのように

つなげるかが課題である。また、地域包括支

援センターが実施していた介護予防事業の

外部化により、関係性が希薄になり、支援に

影響するのではないかとご意見をいただき

ました。 

（２）通いの場等の把握では、現場を知らな

いと紹介できないので、コーディネーターは

訪問等による把握が必要であるとのご意見

をいただきました。 

（３）地域の担い手の発掘と育成。 

（４）通いの場の創出への支援では、通いの

場の回数、場所、人材について、たくさんの

ご意見があり、場所の候補としては、通所事

業所、学校、商店街の空き店舗、都住・ＵＲ、

スーパーマーケット、社会福祉施設、サービ

ス付き高齢者住宅等が出ました。サービス付

き高齢者住宅では、住まい部会との連携が必

要というご意見もありました。ほかに、イン

センティブ（会場）等の補助についても検討

する必要があるとのご意見もありました。 

（５）通いの場の継続支援では、グループの

課題の共有、ほかのグループの活動を知るた

めに、交流会が必要と話がありました。 

（６）第二層協議体の設置では、関係づくり、

コミュニケーションのとり方が重要で、自然

と集まっていけるような会議体を目指して

ほしいというものや、高齢者の事業という視

点だけではなく、様々な世代からの（子ども

等）の視点で考えてほしいという意見もあり

ました。 

 検討では、特に通いの場における場所の確

保が難しいと話がありました。たくさんの具

体的な場所が案として挙げられましたが、そ

もそも借りられるのか、会場費がかかる等の

課題があがりました。 

 そこで、前回の部会を受けてご意見をいた

だいた場所の候補について、通いの場になり

得るのか、幾つか確認いたしました。ただ、

利用が難しい場所が多いことがわかりまし

た。まず学校の体育館等の利用について所管

に確認したところ、現時点では通いの場の利

用は難しいとのことでした。学校運営が優先
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になるそうで、地域のもので運動会等の単発

なものは受けているが、教育委員会以外の事

業では実施していないとのことでした。都営

住宅の集会所についても、確認いたしました。

各自治会が管理しているため、利用について

は各自治会の判断によるとのことでした。 

 その他、うれしいことに、足立成和信用金

庫側から、店舗の貸し会議室を地域貢献で貸

し出してくれるという申し出がありました。

地域での活動場所の確保、把握については、

今後も継続検討が必要であると考えます。同

時に、令和２年度からは、第二層生活支援コ

ーディネーターの業務が始まりますので、業

務の一環として通いの場を発掘、確保をして

もらいたいと考えています。 

 次に、一般介護予防教室事業プロポーザル

選定委員会結果報告です。資料２をご覧くだ

さい。この一般介護予防教室は、地域包括支

援センターの業務内容を見直し、令和２年度

から介護予防教室の外部化をする上で、リピ

ーターが多い等の介護予防教室の課題を確

認した上で、区の方針を示し、プロポーザル

選定委員会にて事業者を決定しました。結果、

特定事業者はセントラルスポーツ株式会社

になりました。セントラルスポーツ株式会社

は、大手のスポーツジムで、足立区では西新

井と竹ノ塚に施設があります。 

 ２、主な仕様としては、自主グループ化を

目指した介護予防教室の運営、自主グループ

のリーダー役となる介護予防サポーターを

養成する教室運営、体力測定会の運営、その

ほかに提案限度額の範囲内で独自提案をす

ることを示しました。これらの事業は、高齢

者がこれまで以上に、自身の健康状態、生活

状況、価値観に合わせて、介護予防の重要性

を認識し、地域で介護予防活動を継続して取

り組めるように支援し、参加者の循環と地域

定着を促し、地域の居場所が徐々に増えてい

くことを目指して実施します。 

 ３番、特定事業者からの主な提案では、自

主グループ化を目指した教室において、区が

指定する室内のメニューに加え、街歩きの要

素を取り入れたウォーキング型教室の提案

がありました。ウォーキングだと、会場を確

保する必要がなく、その後も自主的な活動が

長続きする効果が期待できます。 

 介護予防サポーター養成研修については、

区が指定するリーダー養成のメニューを、さ

らにリーダーコースとサポーターコース、上

級編と入門編の２つに分ける提案がなされ

ました。参加者の心理的なハードルを下げ、

より多くの方に気軽にサポーターになって

もらえる効果が期待できます。 

 今後の方針は、第一層生活支援コーディネ

ーターや、各地域包括支援センターと相談し

ながら、具体的なことを決めていく予定です。 

 ４の今後のスケジュールですが、４月１日、

事業開始に向けて、区民向けに令和２年度か

ら介護予防事業がリニューアルすることや、

介護予防全体を紹介する事業の周知を、リー

フレット作成や、３月２５日号の広報、介護

保険料通知でご案内する予定です。 

 結果については以上です。 

 続きまして、資料３をご覧ください。総合

事業の変遷と今後の展望です。総合事業は、

介護予防生活支援サービスと一般介護予防

事業に分かれます。ここで今回お話しするの

は、介護予防生活支援サービスについてです。

左上の図をまずはご覧ください。総合事業導

入までの変遷と、今後厚生労働省が示すと予

想されている総合事業の将来像が示されて

います。介護保険は、２０００年（平成１２

年）に開始されています。ここに載っている

のは２００６年からになるのですが、２００

６年（平成１８年）４月は、自立支援の視点

に立った予防給付等が導入され、要支援２の
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新設や、新予防給付の創設といった軽度者の

サービス利用抑制による給付の重点化と効

率化が実施されました。２０１６年、足立区

では２０１６年１０月に総合事業を開始し

ました。要支援の介護予防給付の一部、訪問

介護と通所介護が介護保険から切り離され、

従来の市町村で行われていた介護予防事業

が合体して編成し直され、新しく生まれた制

度です。表の上のほうが国基準で、下のほう

が区独自基準、総合事業のところは、今まで

国基準に介護予防給付、要支援１、２と書い

てあったものが、下の区独自基準に下りてき

たということになります。 

 総合事業の変遷と今後の展望をまとめま

す。高齢者、介護認定者の増加により、介護

人材・介護予算の不足が起きるため、軽度認

定者の支援を地域での互助に移行し、専門性

の高い介護人材を重度の要介護者に集中さ

せることが必要になるため、区独自基準で行

うサービスが、今後さらに拡大することが予

想されています。つまり、総合事業のところ

で、今後は要支援１・２だけでなく要介護１・

２も、下の区の独自のサービスに入ってくる

ことを、国は今後示してくると思われるもの

になります。なので、区の独自基準で行うサ

ービスが今後さらに拡大することが予想さ

れています。 

 そこで、総合事業で、市町村が地域の実情

に応じて行う多様なサービス内容について、

簡単に説明いたします。左の下の表をご覧く

ださい。足立区では、現在、従来の予防介護

サービスとサービスＡの緩和した基準によ

るサービスを実施しています。一番左は現行

のサービスです。内容は、国基準で、有資格

者による身体介護、生活介助、生活援助を行

います。右側のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、これが地域

の実情に応じて行う多様なサービスという

ことで、区が独自に決めていいものになりま

す。Ａは人員等を緩和した基準で行うもので

す。訪問型サービスでは、生活援助があり、

詳細は後ほど事業とあわせて説明いたしま

す。Ｂは住民主体によるサービスです。主体

がボランティアになります。自主活動して行

う生活援助や多様な場で活動を行います。本

日の検討事項にも絡む内容になっておりま

す。Ｃは、短期集中予防サービスです。保健・

医療の専門職が居宅や地域での生活環境を

踏まえた適切な評価のための訪問を実施し

た上で、生活行為の改善を目的とした効果的

な介護予防プログラムを実施する３カ月か

ら６カ月の短期集中予防サービスです。３カ

月から６カ月の短期集中予防サービスを実

施することで、介護が要らない状態まで回復

させ、給付費を抑制する目的があります。Ｄ

は移動支援サービスです。通所型サービスの

送迎や、通院等の送迎、前後の付き添い支援

で、生活支援と密接不可分な移動について実

施するものです。 

 資料３の右側をご覧ください。介護人材の

不足は深刻です。足立区でも数年後には、介

護人材が約１，８００人不足する試算が出て

おります。人材の裾野を広げ、専門性に応じ

て役割分担を見直すことが必要です。現在の

介護業界は、身体介護も生活支援も分け隔て

なく専門性が不明確なまま実施されている

ことが多いのですが、介護人材が不足すれば

するほど、研修をしっかり受けた訪問介護員

や国家資格である介護福祉士等には、身体介

護等の専門性の高いサービスを実施しても

らうことが必要になります。買い物、掃除、

ごみ出しなどの生活支援は、介護の資格を持

っていなくても自分の経験を生かして地域

貢献することができるものです。 

 ２０１９年２月、去年の２月から、訪問型

サービスＡにおいて、区が指定する研修の修

了者が生活支援サポーターとして働くこと
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ができる養成研修を開始しました。そのチラ

シが緑とピンクのもので、緑のほうが元気高

齢者向け、ピンクのほうが稼働年齢層、子育

て世代の主婦等をターゲットにしたものに

なります。この研修は、足立区が認定する新

しい介護の担い手です。１３．５時間の研修

で修了いたします。生活支援サポーター養成

研修の実施状況、令和２年１月現在ですが、

６回の養成研修で１３５人が修了していま

す。そのうち２４名が事業者に登録し、うち

３名が初任者研修を受講しております。初任

者研修というのは、１３０時間の研修を受け

て訪問介護員としてサービスできる資格で、

つまりキャリアアップする方も生まれてい

るということです。 

 介護予防、生活支援サービスについては以

上です。 

 では、議事を諏訪会長にお願いいたします。 

○諏訪部会長 前回の確認、それから付託事

業、それから総合事業とかの話なのですけれ

ども、１個１個、もし確認事項があれば話を

したい。前回の振り返りはよろしいでしょう

かね。 

 では、２番目の選定委員会の結果は何かあ

りますか。 

 ちょっと私から質問していいですか。これ

が、要するに前回言っていた包括の業務を外

部委託するという話？ 

○千ヶ崎課長 そうです。 

○諏訪部会長 ということは、このセントラ

ルスポーツが足立区全域をやるということ

ですか。 

○千ヶ崎課長 そうです。 

○諏訪部会長 これは２カ所しか拠点がな

いということなのだけれども、拠点は広げて

やるのですか。 

○千ヶ崎課長 そうですね。会場については、

これまでの各包括でやっていた場所と同程

度の会場は設けたいと考えています。 

○諏訪部会長 足立区全域をカバーすると

いうこと？ 

○千ヶ崎課長 カバーするということです。 

○諏訪部会長 わかりました。 

○千ヶ崎課長 そこのところについて、もう

少し補足しますと、今、諏訪先生がおっしゃ

ったとおり、これまで地域包括支援センター

に区から委託して、行ってもらっていた介護

予防事業が２つあります。介護予防教室とい

うのと包括らくらく教室という、この２つの

教室をお願いしていたのですね。しかし、包

括というのは、やっぱり現場で個別の支援等

に注力していただきたいという思いがあっ

て、外部化できるものは専門の事業者にお任

せして、その分、例えば個別支援のほうに回

していただけないかということを考えてお

ります。令和２年度からは、介護予防教室の

やり方や構成を変えて、教室が終了した後も

自分たちで何とか介護予防の継続ができる

ような形に向けられないかという考えを入

れて、こういった教室を展開していこうと考

えております。 

○諏訪部会長 公金を使っているのだから、

これくらいの事業を幾らで頼むの。 

○千ヶ崎課長 ３，８００万円は上限額で、

今回、プロポーザルの特定というのは、ここ

の事業者と契約するために、これから打ち合

わせしますよ、その事業者を決めましたとい

うことですので、これからは、セントラルと

詳細のところを詰めて、契約のほうに入って

いくことになります。 

○諏訪部会長 量的な目標とかは、当然置い

ているんですよね。どれぐらいの人数でやる

かとか。 

○千ヶ崎課長 そうですね。回数で言うとす

ると。 

○諏訪部会長 まあまあ、いいです。それな
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りのお金を使うのでちゃんと量的な目標と

か。それから、ポイントはなるべくボランタ

リーに続けてもらうということなのだけれ

ども、企業がボランタリーの活動の支援をそ

んなに上手にできるのかなというのは、なか

なか疑問ではあるので、そこは本当に上手に

できるのかなと。そのあたりをどういうふう

に向こうにやってもらえるのか。 

○千ヶ崎課長 事業者と打ち合わせするの

で、やはりその自主化ってなかなか難しいと

いう話は、正直おっしゃっています。 

○諏訪部会長 お客様扱いしたら、自主化に

はならないですよ。 

○千ヶ崎課長 その中でも、ノウハウを持っ

ているということで、さっき１つウォーキン

グなんていうことが出てきましたけれども、

なるべく自分たちでやるということを、徹底

したいということを言っていました。例えば

上げ膳据え膳でもう全部、その事業者、セン

トラルさんがセッティングしてあげるでは

なくて、地図は自分たちで持ってきてくださ

いとか、自分たちで自主的に動けるようなこ

とを引き出すような講座をやるということ

をおっしゃっていました。 

○諏訪部会長 お客様に「いらっしゃいませ」

と言ってはいけないので、そういうことがで

きるかなというのがちょっと疑問ではある

のですけれども、まあ、頑張ってください。 

○千ヶ崎課長 はい。ありがとうございます。 

○諏訪部会長 包括は、そうなると、予防の

ことはあまり関わらなくなるということ、直

接の事業として。 

○千ヶ崎課長 そうですね。事業には関わら

ないのですが、ただ、この講座と包括とを全

く切り離すのではなく、例えば包括には何回

目にはこうやって来てくださいというよう

な仕組みは残しておこうかと思っているの

です。この後、地域づくりという面で今包括

にも少しお願いしようと思っているので、そ

ういった橋渡し、そこを卒業した人を地域に

つなぐとか、そういった人たちと一緒に伴走

していくというような、そういったところを

やってもらうので、全く切り離すという考え

ではないです。 

○結城委員 包括の結城です。今はらくらく

教室を包括がやっていて、その終わった方々

が本来自主化していればよかったのですけ

れども、包括の教室にたまってしまっていま

す。一部の包括ではちゃんと自主化に向けて

やっている。今回の体操の外部化については、

当然その後のフォローもやっていると包括

はいっぱいになってしまうので、一旦、今や

っている教室は外部化して、終わった後のフ

ォローだったり、その後の支援を包括がメイ

ンにやろうというような体制へ、変えていた

だいたところになります。そうすることによ

り包括の業務が減るように見えます。要は、

だんだん卒業生とかが増えていきますので、

そこら辺のフォローとかをしなければいけ

なくなってきますので、そのフォロー後、ど

のぐらい包括の手を離れるかというか、そこ

にちょっとポイントが出てくるのだと思い

ます。 

○太田委員 この事業を見直して、どのぐら

いの期間を想定しているのですか。今委託し

ますよね。これは何年契約ですか。 

○千ヶ崎課長 基本、単年度なのですけれど

も、この事業者は、来年度、事業を実施して

いる中で評価をして、問題がなければ３年間

はやっていただけるように今考えておりま

す。 

○諏訪部会長 自主化のネックになってい

るのが何かですよね。多くの場合はリーダー

と場所だ何だということなのだろうと思い

ますけれども、そのフォローアップを包括が

やるというと、結局今までと同じような気も
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するし、いや、そこに注力できればいいとい

う感じもするし。しかし、民間で言う自主化

のところまでフォローアップができるかな

と、そこはまた何かどうかなという感じもす

るので、そこのつながりの部分ですよね。ち

ょっとよく考えて設計しないと、なかなか。

教室だけ外部化する感じのイメージかちょ

っとわからないですけれども。 

○結城委員 今のですと、教室がオープンに

なって、全１０回の教室らしいのですけれど

も、そのうち３回ぐらいを包括が少しまた卒

業間際に入りまして、うまくスイッチができ

るようなつくりには、これからする予定です。

ただ、初めてのことなので、どのぐらいセン

トラルさんが、どういうノウハウで、どうい

うふうにすすめていくのかというところで

はこれから養成の方と一層も含めて詰めて

いく予定は。 

○千ヶ崎課長 来年度も１年待ってどうだ

ったと評価するのではなく、もう走り出して

常に評価をしていって、軌道修正しながら。

最初から１００％うまくいくとは全く思っ

ていないので、本当に課題があったら、じゃ

あそこをどうやって直していこうかという

ことをやりながら進めていきたいなと考え

ております。ただ、やっぱりこれから高齢者

が増えていく中では、自分たちでやっていく

という考えを少しでも落としていかないと、

ちょっともうパンクしてしまうと思うので

すね。今までみたいなリピーターで回ってい

るような教室だと、一部の人にしかサービス

が行っていないわけなのですね。だから、行

政からそういったサービスを提供するとな

れば、やっぱり広く行き届かなければならな

いという考えの下、そういった自主化に向け

て行政としては力を入れていきますという

考え方でやらせていただいています。 

○諏訪部会長 結局、ポピュレーションアプ

ローチをしようというのだから、いろいろな

地域活動の場に埋め込まれていかなければ

いけないのですよね。 

○千ヶ崎課長 そうですね。 

○諏訪部会長 そこのところが、結局老人ク

ラブの活動、自治会の活動、今のボランティ

アサロンでの何とかというふうに埋め込ま

れていかなければいけないので、そこの埋め

込みの部分を誰かがちゃんとやらない限り、

教室に来ている人だけのものになるという

ようなことは変わらないので、そこのところ

をちゃんとフォローしてあげないと。 

○千ヶ崎課長 おっしゃるとおりですね。 

○大竹委員 私も西新井のセントラルのジ

ムに通っているのですけれども、確かに通っ

ているのは高齢者が多いのです。だから、イ

メージ的にどういう自主グループができて

くるのかというようなのだけれども、高齢者

に対する対応というのはある程度できるの

かなという気がするのですが、それを組織化

していくというのは、それはなかなか難しい

かなということですね。イメージがちょっと

わかないのですけれどもね。 

○千ヶ崎課長 あとは、組織化もそうなので

すけれども、既存のそういった団体に入って

いくという道筋も、包括を通じて、考えたい

なと思っています。そこは、今、諏訪先生が

おっしゃったような、例えばそれが老人クラ

ブだったり、ボランティア協会だったり、そ

ういったところに、自分のやりたいことがち

ゃんとできるような道筋を見つけられるよ

うなことを考えないといけないなと思って

おります。と言うはやすしで、実際にどうや

ってできるのかというのは、私も正直不安が

いっぱいです。しかし、やっぱり一歩を動き

出さないといけないかなと思っているので、

少しずつ軌道修正して、いいものをつくらな

いといけないなと思っています。 
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○諏訪部会長 よろしいでしょうか。 

 それでは、この後は、総合事業の、Ｂ型の

話はするんですよね。 

○千ヶ崎課長 そうですね。きょう皆さんか

らご意見をいただきたいのは、今のような視

点なのです。例えば今どの業界でも人手不足

というふうに言われていること、それから、

その一方で高齢者はだんだん増えてきて、行

き場所を探しているような人も中にはいる

のではないかと思われるわけです。そういっ

た中で、皆様の団体の中では、人をつなぐ、

人をつなげられることについて、今どういう

ふうな状況なのか、課題があるのかとか、例

えば採用してもなかなか集まらない状況な

のかとか、人にまつわる各会の課題とか、そ

ういったところを教えていただければなと

思っております。 

○諏訪部会長 もう一回議題を言ってくれ

ませんか。人の話というのは、この５の（１）、

（２）の話ですか。 

○千ヶ崎課長 そうですね。今後の住民主体

サービスの導入の方向性ということなので

すけれども、国が今示している、先ほど伝野

から資料３のこの中で、左下のところですよ

ね、こういうサービスを国は示しているんで

す。これは地域包括ケアシステムの中でこう

いうサービスというのを各自治体でこれか

らつくっていってくださいという話なので

すね。この中で今足立区として取り組んでで

きているのは、Ａというところの、さらに訪

問型のサービスだけなのですね。高齢者のご

自宅に行って、ごみ出しとか、買い物とか、

そういう日常生活にまつわるサービスを提

供する人を、先ほどのチラシで募集して養成

して、そういう人たちを事業者と結びつけて

派遣するサービスとがあって、今、このＡと

いうサービスが実現できているわけなので

す。 

 その実績というのが、この右下のところの

生活支援サポーター養成研修の実施状況と

いうことなのですね。今まで６回養成研修し

て、たくさんの高齢者が来て、２４人が事業

者の登録につながって、サービスを提供して

いると、こういった現状がありますと。ただ、

これは１３５人なわけですけれども、足立区

の人口から考えると、もっともっとこういっ

た人たちというのは、いるのだろうなとは思

っているんです。また、Ｂ、Ｃ、Ｄ、それか

らＡの中でも、今訪問型だけと言いましたけ

れども、通所型といいまして、介護通所、通

所の介護サービスと同じような総合事業の

中でもそういった通所のサービスというの

もあるので、そこのところのサービスをつく

るということも課題として残っています。な

ので、これを検討するに当たって、皆様方か

ら現場の人の流れだとか、皆さん、どういう

ことを、よく言われる、よく考えていらっし

ゃるのかとか、そういったことを聞いて、こ

のサービスを、どういったものをつくってい

ったらいいのかという参考にさせていただ

ければなというふうに思っているのです。と

いうのが、きょうの主題でございます。 

○諏訪部会長 ですから、人の話もあるし、

どういうサービスをつくったらいいかとい

う話もあわせてするということですか。 

○千ヶ崎課長 そうですね。そういうことに

なります。 

○諏訪部会長 そういうことのようです。取

っかかりとして、生活支援サポーターという

のは、関わっていらっしゃいますか、指導者

の立場で。 

○倉澤委員 訪問介護のほうには登録して

いただいている方もいらっしゃいますけれ

ども、じゃあ、実際にお仕事をすごくたくさ

んしているかといったら、そういうわけでも

ないし、登録されている方も結構少ないです
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ね。 

○千ヶ崎課長 まだ少ないですよね。 

○倉澤委員 実際のところ、どうなのだろう

と、私たちも見ています。 

○諏訪部会長 それは、お客さんからあまり、

そうそう知られていないし。 

○倉澤委員 それもありますね。 

○諏訪部会長 ここの簡単な家事だけとい

うのは、来ないということですかね。 

○倉澤委員 いや、そんな。制度的なものな

ので、このサービスではここまでしかやらな

いというルールがありますけれども、サポー

ターになられた方たちが本当に行ってやろ

うと思って資格を、研修を受けているかとい

うところも、また１つあるかなと。この人た

ちにもできるし、今、今までどおりのヘルパ

ーさんも別にそこの現場に行ってはいけな

いわけではないので、お給料の問題とかちょ

っと変わってきますけれども、抱えているヘ

ルパーさんに行ってもらうというのは事業

所としてもありなのでなかなか。もっと増え

れば、またサービス自体も増えて、サポータ

ーの人も増えれば、また変わっていくかもし

れないですけれども、まだちょっとぎりぎり

始まったばかりというか。 

○千ヶ崎課長 ３１年４月から２年間をか

けて、そのサービスに皆さん移ってもらう、

要支援１、２の方が移ってもらうのです。な

ので、まだこのサービスを使える方というの

が、全部出そろっているわけではなくて、少

しずつ少しずつ今増えている状況なので、そ

のサービスが、まだ完全には発生していない

ということ。だから、登録しても、仕事があ

まりないという場合もあったりするらしい

のですね。なので、そこが今は過渡期という

か転換期なので、ちょっとそこがうまくとり

づらいなというところはあるのですけれど

も。要は、人も徐々に増やしていかなければ

ならない。サービスは徐々に切りかわってい

くのだけれども、この２年後、来年度末には、

全員がそれに置き換わることになるので、そ

の時点では、もっともっとこういった人たち

を、サポーターをつくっていかなければなら

ないなというふうには考えております。 

○諏訪部会長 しかも、５、６％ぐらい参加

するのでしたっけ。 

○倉澤委員 そうですね。 

○諏訪部会長 それで認定の切りかえに合

わせて徐々にこっちに移行してくださいと

いうふうに。 

○倉澤委員 切りかえなので、もともとサー

ビスを受けている人たちが、この緩和型のサ

ービスに移っていくわけなので、ここには今

までどおりのヘルパーさんが行っているの

でしょうね。変わったから、じゃあ、変わり

ましょうというわけには、やっぱりなかなか

難しいところもあるし、逆に今ヘルパーさん

も高齢化しているとなると、高齢のヘルパー

さんが簡単な家事だったらオーケーねとな

った場合に、その資格を持っているヘルパー

さんが行くというのも、なかなかうまい量の。 

○諏訪部会長 ５、６％単価が落ちるのです

か、報酬が。 

○倉澤委員 そうですね。落ちます、ヘルパ

ーさんは。事業所さんごとによって違います

けれども。 

○諏訪部会長 違いますね。もらえない人も

いれば、変わらない人もいる。 

○倉澤委員 そうですね。 

○諏訪部会長 だから、お客さんもまだあま

り大きな動きはないということですね。 

○倉澤委員 まだですね。 

○諏訪部会長 何か。 

○結城委員 包括の結城です。今のこの生活

支援サポーターのほうですが、現場サイドか

らいうと、この制度は使いづらいというのが
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本音です。というのも、生活支援サポーター

さんというのは、できるものが、この制度で

は要支援１、２の方のヘルパーの業務、なお

かつ家事援助のみという形になっています

ので、実は要支援の方とかというのは、いつ

何どき介護になるかどうかがわからないと

か、身体が伴うことがあるとなると、その方

は派遣できないという形になるので、ケアマ

ネージャー側からすると、生活支援サポータ

ーは使いづらい。それだけのためのヘルプは

いないので。であれば、身体、家事援助がで

きる今のヘルパーさんを入れておいたほう

が逆に安全であるというところがあるので、

非常に現場としてはかなり使いづらいとい

う形になります。なおかつ、先ほど上野委員

からあったとおり、そのうち介護保険制度が

変わり要介護１、２が要支援と総合事業のほ

うに入ってくるとすると、なお余計に生活支

援サポーターさんの使い方がちょっと正直

しんどいという形になっていますので、現場

からすと「うーん」というふうに、ちょっと

二の足を踏んでいるというのが、現場ですね。

ただ、介護現場ではこれが突破口となって、

福祉自体に人材が全然今入ってこないので、

これをきっかけにして、うまくスキルアップ

をしていただいて、人材を入れるという意味

でのすごく期待をしている面もあるのです。 

 例えば２年後も、果たしてなじむかどうか、

ちょっと苦しい、不安が多いかなと思いまし

て。恐らくきょうの話であると、サービスＢ

の早めの創設であったり制度設計をしてい

かないと、ちょっとやっぱり将来は厳しいの

ではないかというふうに私は個人的に思っ

ているところです。 

 以上です。 

○中島委員 私はシルバー人材センターな

のですが、ご存じのように、シルバー援助サ

ービスというのは家事援助サービスなので

すけれども、全然資格がない方、逆にヘルパ

ーさんが来たらこうやっているのに、ヘルパ

ーさんから体にさわってはだめですよとか

言われたと。家事援助のほうは、私はシルバ

ー人材のほうは、仕事の内容は単純で、浴室

の清掃であったり等、交替でやっています。

どこかそのあたりのＵＲとかなんかで……

で出てくださいというときに出られないで、

かわりに出てくださいといったら、留守番と

か、ペットも。ちょっとシルバーも今回そう

いう動物介護のほうはできないということ

になりましたのですけれども、今まではそう

いう、ちょっと小旅行をするので犬、猫に餌

をやってくださいとか、そういう作業なので

すね。だから、そういう作業をどんどんどん

どんするためには、周知するには、広告、チ

ラシをもう配るしかないんです。口コミで何

とかさんに頼んでみたら。そのかわりさっき

言いましたように、単純作業ですね、清掃と

か留守番であったり、話し相手というのもあ

りましたね。それと買い物を代理でスーパー

に買いに行くとかということで。 

 将来性は、どんどん高齢化するので、その

職場の場はたくさんあるんです。働いてくだ

さい、パートで来てくださいと。そのかわり

に毎日来る、毎日お願いしますということで

はなくて、頼む方も、高齢者はそんなお金が

ないので、週に２回であったり３回であった

りする。痛しかゆしですよね。こっちもたっ

たその１人のために１週間空けるわけにい

かないので、私は月、水、金がいいですわと

言ったって、いや、私は木。１回来てくれり

ゃあいいんですよという感じで、マンパワー

の振り方がちょっと難しいという。だけど、

そういうことに、なくちゃならない職域なの

ですよね。ただ、するほうも年をとっていく

し、されるほうも、高齢化にずっといって、

最初ありましたように人員がどんどんどん
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どん。当初は何百人という応募者がいたので

すけれども、今はもうそんなにたくさんいら

っしゃいません。そのあたりも、私どもの悩

みどころです。担当している方がいらっしゃ

らない、少なくなってくる。それと、資格を

持っていないので、単純作業ですと。ヘルパ

ーさんと合致したら、一緒に来たら嫌だなと

いう方もいらっしゃいますね。いつも怒られ

ると。「いじるな。そこ、手を出さないで」

と。「私、ショックだわ」とか言って。その

あたりの折り合いも、ヘルパーさんとの折り

合いをちょっとうまく。そのあたりがちょっ

とあるのではないかなと、まずね。 

○諏訪部会長 怒られるというのは、自立支

援だからやらないようにと。環境を変えない

ようにと指導されるということですか。 

○中島委員 はい。とかといって、ヘルパー

の、じゃあ、あなたもライセンスを取って、

資格を取ったらいいじゃないですかと。「も

う私はそこまでしては」と、やる気はあまり

ということですからね。そのあたりちょっと

考えていただきたいところでもありますね。

僕も非常に、例えばですよ。補助して身体に

ふれただけで、「あ、危ない」と怒られたと。

「手を出さないで」と。それは行くんだから、

普通「おっと危ない」と、止めてあげますよ

ね。だから、何かそういう雰囲気があるみた

いなんですよ。ヘルパーさんとシルバー人材

でする人との関係が。やっぱり人間、資格な

のですね。資格を持っていると、上から目線

だから。 

○諏訪部会長 それは、ヘルパーさんとシル

バーさんが一緒に入る現場があるんですか。 

○中島委員 ありますね。 

○諏訪部会長 そこでのことを言っていま

すか。 

○中島委員 そうそう、そういう場面があっ

たときに、そういうことがあるから嫌だと。

いつもそういうことではないんですよ。ただ、

僕たちに、そうか、そこまで厳しく言わなく

ても、部屋の中だったら。そんな手をかけた

くらいだったら、「ああ、ありがとう」と言

ってもらったらいいのだけれどもなと。その

あたりの折り合いですね。まあ、そういうこ

とです。 

○諏訪部会長 では、Ｂの話になってきまし

たので、Ｂの話を含めてなのですけれども、

Ｂというのは、住民のボランタリーな活動に、

制度から少しお金を出してやれるようにし

ようということなのですけれども、今何か素

材はいろいろ集められているのですか。成功

してやっているというところはいっぱいあ

りますよね。 

○千ヶ崎課長 そうですね、はい。一応情報

を集めているのですけれども、今、具体的に

足立区で言えば、シルバー人材センターだっ

たり、ほがらかネットワークが行っているサ

ービスだったり、また、あいあいさんの「あ

ったかサービス」だったりとかそういったも

うサービスが出来上がっているので、そうい

ったところをＢ型サービスとして位置づけ

るというのは、１つ考え方としてあるのかな

とは今思っています。 

 ただ、そのときに気になるのは、これは私

だけなのかもしれないですけれども、そうい

うボランティア的な発想というのと、役所か

らお金が出るからやってくださいというこ

ととの兼ね合いというのですかね。一方で、

隣近所のあの人が困っているから、じゃあ、

ごみを出してあげようよと言っているとき

に、私はボランティアでやる。でも、あの人

は役所からお金をもらって、ごみを出すと。

そういうのが混在することというのは、皆様

はどのように思われているのかなというの

が、正直そこを聞きたいのですね、私。 

○大竹委員 それは個人、個人の考え方だか
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らね。ボランティアがいいのか、有償ボラン

ティアがいいのか悪いのかというのは別の

援助として、やっぱりその人がどういう形で

それに対応しているかということじゃない

ですか。結構、今までボランティアでやって

いたところが、業者が入ってきているみたい

な、お弁当の問題なんかもそうですし、そう

いうグループがなくなっていってしまうと

いう。だから、逆に言えばボランティアで潰

しているよというのがとてもあるんだと思

う。 

○千ヶ崎課長 そうなのです。その辺の課題

というのを、変な言い方かもしれないですけ

れども、昔からの日本人のいい部分みたいな

ものを、どんどん否定していくような気がし

てならないわけなのですね、制度をつくって

いくことによって。 

○中村委員 千ヶ崎課長の言うとおり。俺が、

この関係というかな、老人クラブにしろ、い

ろいろなものに入ったきっかけというのが、

近所に筋萎縮症の人がいるんだけど、保健所

からごみ出しを手伝ってあげてくれないか

と連絡があって。それで、ついでに安否確認

してくれないか、と。これが最初なんだ。そ

れから、この道と言っちゃおかしいですよ。

ボランティア、老人会だったり自治会だった

りいろいろなことに携わった原点が、このご

み出しだったんです。だから、昔はそういう

ふうに困っている人がいたら助けようよと

なっていたでしょう。ところが、今は、友達

なんかにこういう人がいるんだけど、ちょっ

と車を出してくれねえかというと「幾らくれ

る」と、こうなっちゃう。だから、もうちょ

っとついでだから言っちゃうけどね。 

○諏訪部会長 どうぞ。 

○中村委員 介護保険にしてもそうだし、事

業所のことに関してもそうなのだけれども、

全て経済効率ばかり考えて、心を忘れちゃっ

ていると俺は思っているの。介護保険もそう。

コミュニケーションの場が少なくなっちゃ

って、経済効率云々ばかり言ってしまうから、

そういうふうになってきたのではないかと、

私自身は思っているのよ。やっぱりコミュニ

ケーションと。国の中で時間を減らされちゃ

ったよね。最初はもっと長かった時間、今は

４５分でしょう。ねえ。その中には、コミュ

ニケーションをとりながら一緒にやるとい

うあれがあったはずなんです。それがなくな

っちゃったでしょう。だから、そういうこと

の中で考えると、介護関係の事業者に、きつ

いし嫌だよと、やってやろうという気になら

ないのは、やはり社会的な身分保証がないと

いうことじゃないかと俺は思っている。もう

ちょっとね。大変な仕事なんですよ、これ。

私も十何年の介護の経験がありますし、３代

にわたって、おばあちゃん、母、義理の母親、

女房と、ずっとやってきたけど、そういうも

のを考えたときに、やっぱり心を忘れちゃい

けないと思うんだよ。だから、介護事業所だ

ってそうだと思いますよ。もっと社会的身分

をはっきりさせて、もっと大変な仕事なんだ

から、それだけの報酬を取っていいですよぐ

らいの社会的なあれにならないと増えない

と思いますよ。 

○諏訪部会長 社会的身分とか仕事という

ことでいうと、やっぱり生活支援サポーター

というのは、何となく中途半端。 

○中村委員 そう。それともう１つあるのだ

けどね。俺、前回言ったのだけれども、皆で

集まっていろいろコミュニケーションをと

りたくたって、学校がだめ、どこがだめ、ど

こがだめ、みんなこうなっちゃう。集まると

ころがないの。都営の自治会の会長にももう

何回か会ったから話ししたら、会長はわかっ

ている。ところが、役員会にかけると否定さ

れてしまう。だけど、こういう集まりは趣味
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の場ではないし、お金を取っている場でもな

いし、本当に社会的なあれでしょう。地域の

ために使いたいと言っているのだから。区も

そうだし、社協さんもそうだけれども、もう

ちょっとアプローチして、何とかこれをやら

ないと場所がないのよ。今現在、私がやって

いるみんなの家なんか、この間、結城課長も

知っているけど、あれは２００５年からやっ

ているんですよ。年寄りと赤ちゃんも一緒に

なってみんな来るという場所というのは少

ないと思うんですよ、足立区の中でも。 

 ただ、今現在やっているところは、かなり

急な階段があるんですよ。だから、いつ事故

が起こるのではないかと、それのほうが心配

なのよ。どんどんもっと皆さん来てください

と言いたいけれども、こういう階段じゃ、い

つ転んで、けがした、骨折しました、ひどい

ときには亡くなっちゃった。この責任は誰が

とるのかということになったときに、困って

しまう。保険はかかっていますよ。だけれど

も、あまり誘えないの。本当は２番目のこれ

だって、今、喜ぶのは、今現在、各教室の体

操へ行っている人たち。そこへ行っていない

人たちは、恐らくあまり行かないと思います

よ。それよりも、そういうみんな集まって、

いろいろな話をできる集まる場所、そういう

ところを充実させたほうがいいと私は思っ

ている。 

 少し勝手なことを言い過ぎて、すみません。 

○千ヶ崎課長 ありがとうございます。 

○諏訪部会長 住民主体のＢ型の話もある

のですけれども、総合事業に乗っかると非常

に面倒くさいと。要は、該当者しか入らない

から。その人たちだけを集めた場なんて地域

にないですよ。だから、大体の区も、そこで

工夫をしていて、そうでない人たちもいっぱ

い来てもお金が出せるようにするとか、そう

いうことをしているので、それはやっぱりち

ゃんとうまくやっているところを研究しな

いといけない。 

 それから、既存のところが乗る、既存のと

ころとはちゃんと常に意見交換をしたほう

がいいですよ。こういう条件なのだけれども

と。この場でやってもしようがないので、ち

ゃんと、あいあいさんと、ほがらかさんと、

シルバー人材さんとかと、こうだったらどう

かという話を詰めていかないとだめだとい

うのと。 

 ただ、意外と助成金の意味というのはあっ

て、それだったらやりたいという人が、七十

何万もいれば、必ず新しくいるから。なので、

公募すればいいんですよ、いい要件ができた

ら。そうしたら、拾われます。だから、既存

のところを諦めるなんていうだけの発想で

やったらだめだと思うのですけれども、そう

いう感じで、具体に検討を、皆さんの意見を

聞きながらやったらいいのではないですか。 

○千ヶ崎課長 わかりました。 

○諏訪部会長 それからあと、私は外から足

立区を見ていて、話を聞かないなと思うのは、

住民のちょっとした助け合いの、有償でやっ

ている話を全然聞かないのですよね。やって

いるのかもしれないけれども。いろいろな地

区で、自治会が１時間５００円ぐらいでやっ

たとか、そういうところが全国各地、都市部

だっていっぱいあるわけですよね。そういう

のがほとんど話題にならない。サロンの話は

聞くのだけれども、そっちを広げていくこと

を考えたほうがいいと思います。身近な地区

の助け合いで、そういうグループをつくって

いくことをやっていったほうが。それはもう

領域としてはシルバーさんの話と重なると

ころがあるのだけれども、それは地域の見守

りとして仲間うちでやるというのに意味が

あるので。そういう活動をどうやって増やす

か。そのためのちょっとした呼び水みたいな
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助成金をどうつくるか。それは介護がやるの

か、地域福祉のほうがやるのかわからないで

すけれども、あまり介護でやらないほうがい

いと思うのですけれども。そういう検討をち

ゃんとしたほうがいいと思いますね。それが

分厚くあれば、自然と身近な地域で済むもの

はそっちに流れていくので、ヘルパー事業所

には、やっぱりちょっと心配で、家事という

けれども、本当は絶対いろいろ見守れて、プ

ロがちゃんとやらなければというのが行く

ようになってくるので、むしろ身近な地域が

資源を自然に増やしていくということをも

っとちゃんと考えたほうがいいと思います。

本当に聞かないですよね、足立は。あるので

しょうか。 

○結城委員 ないことはない。 

○諏訪部会長 でも、何かあまり話題として

出てこないんだよね。 

○結城委員 もともとは、ＮＰＯのほがらか

ネットワークなんかは、そういうスタンスで

始めていると思うのですね。高齢者の方々が

ボランティア的な強い気持ちで人を助けて

いく。ただ、そうはいっても、ボランティア

的にやっていくのは厳しいだろうと。持続可

能なところでいくと、だんだん利用料の金額

が少なかったみたいでだんだん上がってき

ています。 

○諏訪部会長 そうやってちゃんとやって

いるのは、それはそれであっていいのだけれ

ども、もうちょっと身近な地区で、もっと素

人くさく、それこそ草むしりだの、ちょっと

した移送だの、あまりうちの中に入らないけ

れども、困っているようなことをやるような、

そういう活動が。 

○大竹委員 事業者に登録するとかって、や

っぱりボランティアは意外と嫌がるもので

すからね。やっぱり自由にやりたい要求があ

るらしいので。 

○結城委員 今の話で身近な地域での高齢

者のボランティア活動について、例えば今サ

ロンのほうで、通常サロンでは普通に来てお

茶を飲んだりで終わっているのですけれど

も、あるサロンは、やっぱり買い物に行けな

い人がいて、少し手伝ってあげようじゃない

かといって、たまたまそこは福祉施設と合同

でやっているものですから、デイサービスの

車が空いているよということで、そのデイサ

ービスの車を使っていこうという話になり

ました。サロン参加者が歩行の不安定の人の

歩行支援を手伝い、運転ボランティアを１層

地域支え合い推進員が探してきて、買い物を

するサービスがある地域で始まりました。 

 ただ、問題はやっぱり事故をしたときにど

うするかとか、特にガソリンは。今は、たま

たまデイサービスの人が「いいよ、社会貢献

だから」と言って、その保険も何とか車の保

険でカバーできる。あとは、サロンなので、

サロンの保険で何とかしましょうというこ

とで結構手厚くはしていて、ようやくそれで

成り立っているのですけれども、継続してい

くというとある程度何かこう後ろ盾みたい

なものがないと、多分続かないでしょうし、

不安ですね。このサロンがすごくうまくいっ

ていたのですけれども、そろそろ終わってし

まう。なぜかというと、運転ボランティアさ

んが、ちょっと自分の家での介護が強くなっ

てしまって行けなくなってしまったのです。

途端にもう終わってしまうのですね。そんな

ことを継続するには、やっぱりある程度の後

ろ盾とか何かがないと厳しいと思います。 

 そんなことで、短期的なら多分できると思

いますが、その持続性をどう保つかを議論し

ていかないと厳しいかなと。 

○諏訪部会長 ただ、まあ、まずはやってみ

るというのを増やしていかないと、そっちの

次の議論にもいけないので。 
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〇結城委員 今回はすごくいいトライで、サ

ロンの皆さまは結構無理をされているかと

思って聞いてみたのですけれども、初めはち

ょっと不安だけれども、やったらすごくよか

ったということで、皆さんもう自分たちを受

ける側かと思ったけれども、そうではなくて

自分たちも活性化できるということで、逆に

来ることだったり、やることにすごく楽しみ

とか、やりがいを感じたと言って、ぜひチャ

ンスがあればまたやりたいというふうに言

っていただいているのですね。あとは、運転

ボランティアを探すことに今動いています

けれども、そんなふうにいけば、またすぐに

再開できると思って、非常にいい動きかなと

思っています。 

○諏訪部会長 あとは、Ｂでやったほうがい

いのは、割と常設に近い通いの場ですね。住

民がつくるね。これは、サロンは大体月１回

ぐらいなのですけれども、それは会場をいち

いち借りなければいけないから、それだけが

すごく大変、それがすごく大変なことで、会

場のことは先ほど来あったのですけれども、

そこは結局言い続けるしかないというのと、

学校だって、どこかにするする入り込んで実

績をつくってしまえば、よそがやっているぞ

と言えば。教育委員会に言ったら、だめと言

うに決まっているので。だから、教育委員会

がだめと言ったから諦める必要なんか全く

ないので。 

○中村委員 だから、都住のあれに一生懸命

アプローチしているのだけれども、会長はわ

かっているのだけれども、役員がそういうふ

うに言うから、趣味やなんかでやっているん

じゃないのだから、そこにもやっぱり年寄り

がいるんですよ、かなりの高齢者が大勢。そ

れも一緒に遊びに来られますよと言ってい

るのだけれどもね、わかってくれない。本当

にいらいらしてしまう。 

○結城委員 １つＵＲさんなんかは、逆に使

ってくださいと、本当は住民のものだけれど

も、区だったり公共性のある事業については、

逆に貸したいという。向こうも折れてきてい

ますので、ちょっとずつ広がってきています

ので、もうしばらく。 

○中村委員 いやいや、すぐやれとかそうい

うことではなくてね。ただ、要するに、都住

なんかの集会場を普段の日にあけておくの

だったらば、それを地域のために使ってもら

うことは結構なことだと俺は思っているの

だけれども、役員会にかかると否定されてし

まうのだ、どういうわけか。会長さんはわか

っている。もう去年の暮と、ことしの正月に

会って、こういうわけなのでと言ったのよ。

だから、すぐに結城さん、せよということで

はなくてね。 

 それと、みんなのうちのスタッフで、これ

をつくってくれたおばあちゃんは、やっぱり

具合が悪い人のところへ、しょっちゅう手伝

いに行っていたの。それで、自分自身がスー

パーへ買い物に行くから、何が足りないの、

あったらついでに買ってくるよと。この気持

ちをずっとたくさん皆が持ってくれたら、も

っとよくなるなと思っているのだけれども

ね。 

○結城委員 今度、東伊興で、老人クラブさ

んがやるあの取り組みを紹介してくれたら、

それいいじゃないですか、小学校を使う。 

○中村委員 東伊興で。ああ。地域で全部集

まって。集まるね。今、これからやるのだけ

れども、伊興地域、自治会、子ども食堂のお

母さんたち、いろいろなお母さんたちの集ま

りの人たちと一緒にイベントをやろうと企

画しているんですよ。東伊興小学校の講堂を

貸してくれるというから、大々的にイベント

を持ってね。ついでに、商店街も巻き込んで

しまえと。そういうふうで、ビラを張っても
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らったり、そういう協力ができるだろうと。 

 私は、今度の会議で、２６日に言うつもり

だけれども、今議論しているのは大人の議論

なのですね、大人ばかりだもの。だから、こ

こへ、子ども会があるならば子ども会の子ど

もさんたちの意見も聞きたいから、入れてや

ろうかと提案しようかと。ここで先に言って

しまったのだけれども、思っているんですよ。

それで、とにかく伊興地域は、６つの老人ク

ラブと町会５つぐらいを巻き込んで、商店街

をついでに、西口だけれども、それで巻き込

んでイベントをやろうと。子ども食堂のお母

さんたちも参加してもらおうと。お母さんた

ちの集まりにも参加してもらう。子どもさん

たちが習い事をしているのだったら、それを

発見してもらえと。そうしたら、嫌でもお母

さんたちは来るだろう、父兄がね。そういう

ところから話を持っていけば、もうちょっと

地域がこうなって、よくなるかななんて、私

自身は思っているのですけれどもね。 

○諏訪部会長 そういうイベントは、すごく

いいことですよね。それでまず飾りをつくっ

て。 

○中村委員 顔がまずわからない。知らない。

当然話し合いに行けば、顔見知りになれば、

スーパーで会ったときに知らん顔をしてい

るのではなくて、「こんにちは」とか「どう、

元気？」とかいうことにもなるだろうし、そ

れが地域発展のための１つの手かなという

ふうには考えています。 

○結城委員 今おっしゃられたように、老人

クラブさんと町会と、会場は小学校。東伊興

小学校の体育館を使わせていただけるとい

って、これも教育委員会に真正面からお願い

したわけではなくて、中村さんを中心とする

地域の方々が校長先生に交渉していただい

て門を開いていただいたということです。 

○中村医院 そう。学校にもつながるね。 

○中村委員 昔は、だって、学校とか公民館

というのは、地域の集まりの場所だった。今

はそうではなくなってしまったけど。 

○諏訪部会長 地域の人がやりたいという

ものは、普通は無下にしないですよね。 

○中村委員 そう。だから、地域でこういう

ふうにやりたいのだけれども力をかしてく

れますかと持っていけは、何とかなるのかな

と思う。 

○千ヶ崎課長 そんな中で、さっき話があっ

たとおり、足立成和信金金庫さんが、２階の

会議室みたいなところを地域に開放したい

という話もあったのですね。ヨーカドーさん

からも何かその話があったりとか。 

○中村委員 竹ノ塚にはないんだ、話をして

いるのは。かみしんが貸してくれるよ。 

○千ヶ崎課長 そのような事業者の方々が、

少しずつ何かそういうふうに貸してくれる

よという機会が少しずつ増えていけば。 

○中村委員 １回やってみて、その実績をつ

くれば、あそこでこうやったよというのが出

れば何とかしてくれる。 

○千ヶ崎課長 あるのですよね。ただ、やっ

ぱり金融機関なのでセキュリティが厳しい

んです。２階に入るドアがあるのですけれど

も、入口が常に開いているわけではないので、

常に出入りするような事業だとちょっと使

いづらいかなと。人を呼ばないと開けてもら

えないのですね。そういうややこしさはある。

ただ、そういうふうに、企業や事業者の方も、

地域づくりについて考えてくださっている

方は増えているかなという感触は得ていま

す。 

 太田先生、病院というのは、その辺という

のは、何か貸すという希望はあったりするも

のなのでしょうかね。すみません、突然振っ

て。 

○太田委員 感染症の問題ではないので。 
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○千ヶ崎課長 やっぱりそういったところ

はありますよね。 

○太田委員 そこはちょっと難しい。 

○諏訪部会長 あとは、町によっては、どこ

でもサロンといって、商店街のそういう協力

を得ているとかというのはあるので、企業の

こういうちょっとしたやつを、何かワッペン

でも張って、協力何とかというふうにしてい

くとかなんかして、いろいろなことをやって

いるのだと。どこでもサロンプロジェクトと

かなんか適当なことを言ってたくさん増や

すぞとか、何かちょっと運動的にしていけば

いいのだと思います。 

○千ヶ崎課長 なるほど。そうなんですよね。

だから、やっぱりそういう企業が工夫してや

ってくれているということをアピールでき

るような手助けをちょっと行政はしなけれ

ばいけないかなと。 

○諏訪部会長 行政はありがとうと言えば

いいのね。宣伝になるようなことをすればい

い。 

○千ヶ崎課長 そうですね。宣伝になるよう

な見せ方をちょっと工夫しなければいけな

いかなとは思っています。 

○中村委員 だから、事業所にもアプローチ

しているんですよ、協力してくれないかと。

だから、お金を出せなんて言うとあれだから、

ではなくてね。 

○諏訪部会長 ある場所を貸せと。 

○中村委員 そう、場所とかね。子どもさん

たちに、商品を上げるとか、余っているもの

を。昔、私はもらったことがあるのですけれ

ども、ドンキさんからもう廃棄するべきもの

をもらって、子どもさんたちに配った経験が

あるんですよ。あのときドンキは協力してく

れたんです。段ボールでバーッと持ってきて

くれて。だから、そういうような形で、地域

の企業さんにも入ってもらうと、本当に地域

全体を巻き込んだいい運動になるかななん

ていうふうには考えているんです。 

○千ヶ崎課長 人の話がちょっと出たと思

うのですけれども、なかなか人が増えていか

ない現状があるとおっしゃっていたじゃな

いですか、やってくださる方、シルバーが。

高齢者は増えているけれども、その人たちは

減っているというのは、どういうことが根本

にあるのでしょうかね。ＰＲということをお

っしゃっていましたけれども、本当にＰＲだ

けなのか、それともやっぱり考え方そのもの

が少しずつ変わってきているのかとか、その

辺というのはどこにあるのでしょうか。 

○中島委員 まあ、いろいろですけれどもね。

意外と単価を上げたりするのかなという気

もありますけれどもね。うちも、１時間当た

り最低賃金ですから１，０００円ぐらいです

けれども、それをちょっとオーバーですけれ

ども、１，１００円か１，２００円ぐらい。

そうしたら、少しはやってみるかなという方

もいらっしゃるのかな。だけど、そういう意

味では、あまり困っていないというかね。俺

はもっと、私はこれでいいんだ、このぐらい

でいいという感じの方たちが。だけど、働く

人は、どんどん欲しいのですね、週に２回、

３回は嫌だ、せっかく。 

○大竹委員 恐らく定年の年齢が上がって

きているという影響があるんじゃないかと。

前は６０歳だったのが、今６０、６５・・・、

これからはまた上がってしまうから。やっぱ

りシルバーさんに来るには。 

○千ヶ崎課長 自分の本業のほうがまだ確

保されていないということ。 

○中村委員 シルバーさんもそうだけれど

も、老人クラブもそうだけれども、足立区だ

って６０歳以上が２１万人いるでしょう。老

人クラブに入っているのは１万２，０００人

ですよ。後期高齢者だって今１６万人でしょ
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う、大体ざっとそんなものでしょう。 

○千ヶ崎課長 後期高齢者はもうちょっと

少ないですね。 

○中村委員 それにしても老人クラブに入

っているのは１万２，０００人なのだね。１

割にもならない。それで悩んでいるの。もう

そっちのほうが悩みが多いです。 

○大竹委員 入り方を知らない人がいます

よね。 

○中村委員 だから、それは宣伝しなくては

いけないというので、私は広報紙の裏表紙を

使っていろいろ楽しんでいる写真を載せて

募集広告をつくったりしたのだけれどもね。

年をとってきて、やっぱり人とつながらない

で生きていけないのだから。もうちょっとつ

ながってほしいという悩みを私は思ってい

るんですよ。でも、どんどん高齢者が増えて

いるのに会員はどんどん減っていくし。もう

そっちのほうが頭が痛い、いろいろなことを

やっていますけれども。 

○千ヶ崎課長 ボランティアの現場では、何

かそういうことで感じるところというのは

ありますか。変わってきたなみたいなことは。 

○大竹委員 変わってきたというか、やっぱ

りボランティアの高齢化が進んでいて、新旧

の交替がうまくいっているグループと、全く

いかなくて、なくなってしまう。さっき言っ

ていた給食を始めたようなところでも、配送

がある。要するに配る車の運転士さんがいな

いとか、その人も高齢になってそれこそ事故

などを起こしてやめてしまう人がいて。でも、

ボランティアをしようという気持ちの人は

いっぱいいるわけ。ただ、一番今心配してい

るのは、ボランティアセンターのここあだち

カレッジ、あれが今年度でなくなってしまう

という。要するに、ボランティアを養成して

いくということが、なかなか、そういうあれ

ができていないのではないかな。 

○結城委員 一応今年度であだちカレッジ

というのは終わって、ボランティアのほうの

養成というよりは、むしろもともとは社会福

祉協議会のあったかサービスの会員さんと

か、社協のいろいろな支援者になってもらい

たいというところから始まったのですが、そ

れが今少しコンセプトが変わってきてしま

ったのがあって、廃止となりました。今後は

足立区の皆援隊講座と連携をとらせていた

だいて、人材の育成はしていきたいと思って

います。ただ、イコール、ボランティアとい

うふうにはまだつながらないところが多い

ですね。 

○大竹委員 そうそう。つなげる方法を考え

なければいけないですね。よくカレッジの中

でグループが今まで幾つかできてきている

し、ちゃんと自分たちでやっているのですね。

そういう機会というのは、やっぱりなくして

ほしくないなという気持ちが強いですよね。 

○中村委員 企業の定年を迎える人たちに

対しての講座みたいなのができないのです

かね、各企業でね。それで社会へ参加するこ

との大切さを講義するとかね。講義するなん

ておこがましいけれども、そういうお話もす

ることも必要なのではないですかね。今はも

っとも６０歳では定年にならないか。私は６

０歳で定年しちゃったのだけれども。前、保

健所に頼まれてその話をしてくれと、トウア

の保健所まで飛んでいったことがあるんで

すよ。それで、みんな定年になった人と、な

るべき人たちが、男ばかり、こんな４０～５

０人来ていましたよ。私は地域でこういうこ

とをやっている、だからこれは非常に人間的

にあれがあるでしょうというのを宣伝した

んですよ。何十年前だけれどもね。やっぱり

そういう構造にしなければいけないし、特に

介護のサポーターなんていうのは、千ヶ崎さ

んも言っていたけれども、中高校生あたりか
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らサポーター講座なんかをやったほうがむ

しろいいような気もする。年寄りにしてもし

ようがない、もう先がないんだもん。そう思

いますよ。 

○大竹委員 高齢者の引きこもりをなくそ

うということで、昔、団塊の世代が退職する

というときに、男たちのボランティアという、

年１回ＮＰＯでボランティア等が集まって、

紹介をして会員を増やそうと。それが５年ぐ

らい前になくなって、今は……クラブという

形でやっているのですけれどもね。少しずつ

は人が増えるのですけれども、やっぱり急に

は増えない。いろんな場所でＰＲしていてい

るんですけどね。そのグループは、１つの講

座をやるのではなくていろいろなことをや

る。ほかのそういうグループとつながりを持

って、コラボして一緒になって行事をやると

いうことをやっている。それがもうちょっと

大きくなっていくと少しずつ増えていくか

なと。 

○諏訪部会長 あとは、ちょっと話があちこ

ちにいきますけれども、今の時期考えなけれ

ばいけないのは、来年以降に二層レベルでど

うしていくかということを真面目に考えな

ければいけないので、人材育成なんかは、足

立区全体でやるよりは、二層でできるかわか

らないのですけれども、少し地域的な生活圏

でまとまりをもって一緒にやっていくとか

ということをやったほうがいいと思います。

だから、いきなりボランティアに行くかとい

うと、またちょっとね。だから、緩やかな地

域レベルでいいと思うのですけれども、いろ

いろな団体が協力して、どこの団体も後継者

が欲しいわけだから、少し活動の見本市みた

いなこともやって、新しい地区に呼びかける

とか。企業はやったほうがいいのだけれども、

本社でやられても足立につながらないから、

結局は足立の各地区で私の地区にこれがあ

るのかという形は、それはそれでやらなけれ

ばいけなくて。だから、そういうのをちゃん

と二層のコーディネーターと一層が協力し

て、各地地区でつくっていくようなことをや

るし、そういう活動の予算化をしなければい

けないんですよ、そういう活動。だから、そ

ういう事業を行政としてどう展開するかと

いうことをちゃんと考えなければいけない

と。 

○中村委員 あまり養成講座なんて大げさ

じゃなくて、俺が最初に頼まれたように、時

間があるのだったら、ごみを出してくれない

かと、ここから始めたほうがいいような気が

する。俺は、それで頼まれてやり出した。 

○諏訪部会長 ふわっとしたボランティア

活動だと、あまり来なくなっているんですよ、

最近。だから、具体にこういうことをやって

ほしいとか、こういう活動をとかと、それだ

ったらというふうに入ってくるので。そうい

う具体的な活動はこれだったらということ

が、地域で見えるようにしなくてはいけない

ですよね。それをやったほうがいいと思いま

す。今、大体、二層の活動はその地区での人

材の掘り起こしというふうに移ってきてい

ますからね。 

○結城委員 二層がまだ機能配置されてい

ないのですが、来年度からなのですが。 

○諏訪部会長 そうですよね。 

○結城委員 １つは、今、諏訪先生に言って

いただいたような、二層レベルの人材育成と

いうのは、恐らく先ほどのフォローアップみ

たいな自主化プログラムと、あともう１つは

介護予防サポーターの養成みたいなもの。生

活支援サポーターではなく、また体操のサポ

ーターの講座ですとかリーダー的な感じの

講座みたいなのを開く予定ですので、それが

二層レベルで、まだブロック単位ぐらいで創

られていくだろうということは、体操オンリ
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ーとは多分恐らくならないと思うので、体操

だけではなく、今や。 

○諏訪部会長 そうにしないほうがいいよ、

本当に。 

○結城委員 まずは、箱は体操なのですけれ

ども、恐らく出口のところは多種多様にあっ

ていいかなと思っています。中村委員の言っ

たとおり、それはコップ出しみたいなものだ

ったり、お手伝いとかというものを、多分紹

介も恐らく出てくるだろうと思いますので、

そこは二層と一層でまた話し合って、出口を

どのようにするか、出口戦略を持ちたいなと

いうふうに思っています。また、活動見本市

みたいなものを来年度の最終のほうで、やっ

ぱりちょっと必要だろうなと思っています

ので、どのぐらいの規模になるかわかりませ

んけれども、僕もちょっと二層と話をさせて

いただいて、取り決めができるようにしてい

きたいと思いますので、期待してください。 

○諏訪部会長 議事録をちゃんと残してお

いて。 

○千ヶ崎課長 残します。 

○諏訪部会長 そこにいろいろな地区の団

体の、老人クラブはやっぱりブロックぐらい

の組織だとか。そうなっていくと、少しいろ

いろな活動ともそれなりにいくし、そこも１

つのルートになって地域活動につながるよ

うになるといいかなと。 

○千ヶ崎課長 今聞いていても、いろんな団

体の皆さん、いろいろな現場の皆さんから、

いろいろな意見が出てくるんですよ。これを

行政として、どういうところにフォーカスし

てつくっていったらいいのかなというのが、

いつも迷っているところなのですね。だから、

足立区は、そうはいっても６８万、６９万人

いるでかい都市なので、１つ何か物事を起こ

すとなると、やっぱり大規模なものになって

しまうのですね。だけど、そうはいっても、

諏訪先生がおっしゃるとおり、地域でのそう

いうもうちょっと小さい何か取り組みみた

いなことからというとかで言うと、役所は足

立区の人口規模からすると、本当に動きが悪

いなと自分でも思うのですね。 

○諏訪部会長 でも、足立は支所がないので

しょう。 

○千ヶ崎課長 そうです。だから、地域包括

支援センターがやっぱりどうしてもそうい

うふうになってしまうのですね。 

○諏訪部会長 支所がないのであれば、それ

は支所がというふうに言っている区もあり

ますけれども、それはできないから。 

○千ヶ崎課長 そうですね、世田谷区は。 

○諏訪部会長 そうだけれども、地区を意識

した展開というのもしていくわけですよ。だ

から、一層もいて、二層もあるのだから、一

層と二層が協力して地区の動きをやるよう

な方針をはっきり持っていくという形じゃ

ないですか。 

○千ヶ崎課長 そこが重要ですからね。 

○中島委員 でも、地域包括ケアシステムの

構築に向けて今動いていますよね。その中で

人材育成というのも、やっぱりあってもよさ

そうですよね、教育も。全部を包括でいくよ

うな人材育成、緩やかな組織づくりとか、そ

ういう横のつながりをうまくつなぐ人とか、

そういう人材育成。企業から来た人は、もう

ばっちりやっちゃいますよね。地域づくりは

万全にこれ、バラシてつくり直ししましょう

というやり方ではなくて、あるやつの、今の

組織をうまくつなげるとかね。そういう意味

では、先生が言われたように、有償ボランテ

ィアというのがちゃんとあってもいいです

よね。何が何でもボランティアですよではな

くて、ここからここまではちゃんとした技能

を持っているので有償ボランティアという

ことでも、今の時代はあってもよさそうです。
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募集もね。ボランティア、無償ボランティア

ではなくて、有償ボランティア。 

○結城委員 多分恐らくＢはＢで形をつく

ってあげて、それを補完するという言い方は

わかりませんけれども、住民サービスなんか

も自然発生的に行われているという中で、二

重、三重のサービスであったり、仕組みみた

いなものが出てくればいいかなと。だからＢ

は必要だと思います。 

○中島委員 僕も、あちこちで話を聞くので

すけれども、お頼みする人もお金で払ったら

気兼ねなくできるという人もいらっしゃい

ますよ。もう「すいません、すいません」じ

ゃなくて。ねえ。５分と５分の対等になるか

ら、遠慮なしにもう少しこうやってよと言え

るし。無償では「もういいです。こっちでや

ります｣ということで、やっぱり人間、損で

すよね。やっぱり対等な立場でお話ししたほ

うが、いい意見も出るし。 

○諏訪部会長 Ｂは、それなりの、さっきも

言った助成の仕組みがあれば、手を挙げて、

やりたいという人は、そりゃあ７０万人いれ

ば出てきますから。企業でいろいろやってき

た人で、仕事になるかどうかはわからないけ

れども、仕事の乗りで割と本格的にやりたい

みたいな人が出てきますからね。それは何か。 

それが助成金とか、多少何かそういう第一歩

が踏み出せるようなものがあれば、結構やる

と思いますよ。あまり拠点の維持費にきゅう

きゅうとしなければ、ある程度活動は続けら

れるので、そこのところがちょっと賄えるぐ

らいのいい助成をつくってあげればいいと

思います。 

○事務局 すみません。Ｂは、専門型から通

所型、どちらから始めたほうがいいとかそう

いったものは。 

○諏訪部会長 それはどっちもやったほう

がいいと思うけど。居場所づくりをやりたい

人もいるでしょうから。それはいると思うの

で。文京なんかは、賃料が出るようなやり方

でやったりしていますよね。そういうところ

までお金を積めるかにもよりますけれども、

いろいろ検討して、あまり総合事業対象者だ

けに。だから、あれですよ。一般介護予防の

お金で出しているほうが柔軟性が高いと思

うので、そっちでつくってあげたりするとい

いですね。 

○千ヶ崎課長 Ｂではなくてということで

すか。 

○諏訪部会長 はい。文京なんかは週１回の

体操のための、体操というのは大体週１回ペ

ースでやるでしょう。サロンで週１でやると

ころというのは少ないんですよ。体操だった

ら週１で、みんななんかやるんですよ。そこ

からやると効果がないなと思うのと。それで、

そのついでに、来ない人のところに訪問に行

ったりとか、包括につないだりとか、ちょっ

と助け合いをやってくれというのは、要件に

しているようです。そうすると、それはサロ

ンですから、週１回の。だから、通いの場と

いったら、こっちのＢと考えないほうがいい

ですよね。体操みたいなものもそうやって。

だから、別にこんな業者に。３，０００万円

を払うのはいいと思うのですけれども、それ

で住民に年間の活動費を数十万円払って、多

様なそういう週１の場をたくさんつくって

もらうと。包括を経てとか、卒業してリーダ

ーだとか言わないで、金があるのだったら、

「はい」と手を挙げる人をつかまえればいい

と思います。 

○千ヶ崎課長 早いですか。 

○諏訪部会長 そのほうがいいと思う。 

○大竹委員 結構地域でいろいろな技術を

持った人いっぱいいますからね。そういう情

報というのはとったほうがいいと思う。この

間、キカンで梅島地域にこういう人がいます
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よという情報を集めているということをや

ったんだけど。そうすれば、その人に声をか

ければ出てくるかもしれないし。やっぱり出

てこられる人をまず引っ張ってこなければ

いけない。それから周りの地域の人たちを引

っ張ってくればいいんじゃないですか。 

○結城委員 サービスＢも、本当にサービス

としてＢと位置づけるところもあれば、サー

ビスＢもどきみたいな形であったり。うちの

区は、サービスＢみたいなのをやっているよ

というところもあるのです。デイサービスで

はなくて、それはもう逆にサービスの形で見

せてしまうという手もあって。Ａはサービス

ですので、必要でありＢもそういう緩やかな

ものもあるよというふうな見せ方をしても

構わないかなと。恐らくやり方や仕組みは

様々あるので、まず議論をスタートしてみて

といったほうがいい。 

○諏訪部会長 ただ、ぜひいろいろなところ

に見せたり、ちょっと包括とかの結城さんの

ところと検討して、これだったらいけるので

はないかという案でもつくっていったらい

いのではないかと。 

○千ヶ崎課長 そうですね。次回、考えてい

く、いいかどうかどうですけれども、その会

議をちょっとしてですね。 

○諏訪部会長 この回で年３回やっていて

何も進まないので、その間をちゃんとそうい

うプロジェクトが埋めていかないと進みま

せんので。確かこの会は足立区の作戦会議み

たいなものなので。実際に活動が起きるのが

理想だからね。それでどうやって動くかとい

うことを、作戦を考えるのがこの会議の役割

ですから。 

○結城委員 来年度からは二層の協議体と

いうのが少しずつ地域で動き出しますので、

その報告も含めて一層の協議体の場で少し

作戦会議をやらなくてはいけないので。 

○諏訪部会長 二層の動きがここに上がっ

てくるようにならないと、その意味がないで

すよね。 

○結城委員 そうですね。 

○諏訪部会長 だから、二層は地域ケア会議

でやるのですか、来年度。 

○結城委員 今のところの案は、来年度です

けれども、地域ケア会議と協議体とあんしん

連絡会も兼ねられるという、来年は少しまだ

整理がちょっとつけられないので、少しごち

ゃ混ぜになるのですけれども、地域ケア会議

と一緒にやることが多いかもしれません。一

緒に考えようということで。今の地域ケア会

議もあれですけれども、議題によってメンバ

ーが変わってきてしまったりするので、恐ら

く諏訪先生が考えている協議体からは少し

外れてしまうかもしれませんね。 

○諏訪部会長 全般でいうと地域ケア会議

だけでやっていると、あまりうまくいってい

る地区はないですよ。だから、結局、地域ケ

ア会議というのは包括に呼ばれて、みんな

「しようがねえな」と言ってきょうは何の会

議だ、と思いながら行く場だから、大して活

性しないんだよね。だから、地域でいろいろ

活動を起こそうと思ったら、活動したいとい

う人たちのところに出ていかなければだめ

なので、そういうやり方をするとか。それか

ら、さっきも移送を社会福祉法人とかデイサ

ービスに手伝ってくれという話があったよ

うに、地域ケア会議に入っていないけれども、

事業者さんとか、こんなことだったらやるよ

と言ってくれる人を巻き込むようなやり方

をしないとだめなので、地域ケア会議の延長

で今までのメンバーでやっていると、多分だ

めですよ。そこはよく考えたほうがいいと思

う。あまりうまくいっていないです、そうい

うところは。あと足立も、誰がコーディネー

ターかわからないやり方でやろうと思って
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いる。コーディネーター機能はあれだけれど

も。 

○千ヶ崎課長 そうです。 

○諏訪部会長 というふうになったときに、

そのいい面と、誰が責任を持っているかわか

らなくなるという面があるから、そこはちゃ

んと責任を持って動く人、これは誰だとか、

１個１個につけるのはどうかわかりません

し、あまり行政が言い過ぎると、前みたいと

同じになってしまうので、それを避けようと

したのだと思うのですけれども、無責任にな

らないようにはしないといけないです。 

○千ヶ崎課長 そうですね。 

○諏訪部会長 普通は、二層が始まったとき

はコーディネーターを集めた研修とかどこ

もいっぱいやるのですけれども、足立はそれ

ができなそうじゃないですか。責任者を集め

た会議を時々やるという感じですよね。 

○結城委員 二層コーディネーターだけ来

てというわけにいかないですね。 

○諏訪部会長 いかないですよ。 

○結城委員 研修や報告会でこれをやるか

らセンターで代表を出してねと言って、それ

ぞれが来る人が日がわりで変わってしまう

可能性もあるので、積み上がらないかもしれ

ません。 

○諏訪部会長 それがよい方面に出る場合

もあるけれども、何か言われてきたけれども、

それで戻ったら、こういう支援の仕事をして

いるというふうになる可能性が高いから。そ

こはちょっと注意しないと。出だしはすごく

大切だと思うのですよ。 

好きなことをみんな、私も含めて言ってお

りますが、言い足りないことございますか。 

○千ヶ崎課長 患者さんとかを見ていて、何

かそういう自発的な活動だとか、お仕事の考

え方だとか、何か最近ちょっと思うようなこ

ととか、患者さんを見ていて何か気づくよう

なことはありますか。 

○太田委員 普通夏祭りとか、そういうイベ

ントをやっていますね。そういうときには、

皆さん、熱心だと思うし。やっぱり患者さん、

外来自体が地元の人が多いから。要するに、

医者とか病院と地域の年寄りの方、あと多岐、

ほかのこと……とかはある程度いろいろな

つながりがある。それが何かくっつくような

感じです。 

○千ヶ崎課長 昔の患者さんと比べて、例え

ばやっぱり退職の年齢が高くなったりとか

ということで、意識がちょっと変わってきて

いるなとか、何か思うところはありますか。 

○太田委員 ……人は少ない。今だったら糖

尿病とかそういった……登録して、そういっ

た意味では、だから年齢だけではなくてもう

ちょっと中ぐらいの……若い方も……。 

○千ヶ崎課長 例えば見ていて積極的に地

域に出ていったりとかいろいろなことをや

っている人は、何かこういう傾向にある、や

っぱり元気だよねとか、そういうのは見て取

るようなところはありますか。 

○太田委員 それはどちらが先だかわから

ない。 

○千ヶ崎課長 わかりました。 

○諏訪部会長 皆さん、残り時間で、聞き足

りないこととかありませんか。 

○千ヶ崎課長 きょうの話を聞いて、それぞ

れ皆さんからいろいろな意見をいただいて、

令和２年度から足立区は仕組みを少し変え

ようとしているというところの中では、動き

出しがとても大切だなというのは、きょうす

ごく印象に残った言葉としてあります。我々

が、行政がやろうとしていることというのは、

やっぱりどうしても大がかりになってしま

って、地域の人たちをいかにそういう気持ち

になってもらうかだとか、もうちょっと現場

に即した何か取り組みというのが本当は必



26 

 

要なのだけれども、そこをやっぱり一層とか

二層の方たちに、うまくつくっていってもら

うために、行政として何をやらなければなら

ないのか。それから、それぞれボランティア

の団体とか、シルバーの団体とか、そういっ

た中での人たちをどうやってつなげていっ

たらいいのかとか。こういういろいろなこと

をやっているけれども、いろいろなことをど

うやってうまくつなげて、采配していってい

いのかなということを、改めて感じたところ

ですね。サービスなのか、自主的な活動なの

か。その人たちの意向をどうやって聞いて、

どういうふうな仕組みをつくって、どうやっ

てつなげていけばうまく回っていくのかと

いうのを、仕組みを、先生からも３，０００

万円かけるといったら、お金を渡してやって、

これでやってもらったほうがいいよと、その

とおりだなと思いますし。 

○諏訪部会長 ３，０００万円もかけると同

時に、住民のほうにもお金が回るように検討

した方がいいと思います。 

○千ヶ崎課長 わかりました。あと、何か聞

いておきたいことは大丈夫ですか。いいです

か。 

○諏訪部会長 では、よろしいでしょうか。

そんな大げさに考えずに、Ａ、Ｂとか、ちょ

っと助成金のメニューを研究して検討する

ということと、二層の立ち上げのときに、具

体に何に取り組んだらいいのかということ

を少し。幸いにして一応遅いほうのスタート

だから、いろいろな事例がいっぱいあるから、

ちゃんと研究して、こういうふうにやってい

るのだぞという取り組みのヒントみたいな

ものが既に世の中にある程度出回っていま

すから、そういうものを整理して、初年度は

これくらいのことは各地区で取り組もうと。

これはあまり義務化してしまうと、上からの

あれになってしまうのですけれども、大体、

まずは、これは結局住民にその気になっても

らって、いろいろ動いてもらうということを

起こしていくという仕事なわけだから、その

気になって一緒にやってくれそうな住民と

つながるということがとても大事なことな

のですよ。だから、そういう感じで。何か営

業マンで言えば訪問活動をするのはすごく

大事なことなので、活動の様子をよくいろい

ろ聞いてみるとかして、何か一緒にできるこ

とを、１個でも２個でも考えるということだ

と思いますよ。その辺のヒントになるような

情報提供をちゃんと基幹と一緒にこうして

いくということだろうと思います。 

○千ヶ崎課長 ありがとうございます。 

○諏訪部会長 では、議事としては終わらせ

ていただいて。最後に事務局のほうからお願

いします。 

○事務局 本日はお忙しいところをご出席

いただきまして、ありがとうございました。 

 以上で、本日の推進部会は終了となります。 

ありがとうございました。 

 


